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学校教育目標
「夢と希望と創造性あふれる豊かな心を持ち、

未来に向けて主体的に生きる子どもの育成」

６月４日（木）に令和８年度丹後中学校合唱祭を開催しました。短い取組期間でしたが、生徒たちは限られ

た時間を最大限に活かし、集中して練習に取り組んできました。時には意見がぶつかったり、上手く声が揃

わなかったりする苦労もありましたが、実行委員を中心に「最高の歌を届けたい」という一心で、粘り強く

曲の完成を目指しました。

本番では、これまでの努力が実を結び、どの学年も体育館中に美しいハーモニーを響き渡らせました。ま

た、全校合唱の「RAIN」は圧巻の歌声で、丹後中全校生徒の心が一つになった瞬間でした。

合唱祭という一つの大きな目標に向かって、お互いの声を聴き、心を合わせて美しい合唱を作り上げる

プロセスの中で、各クラスの「絆」や「団結力」は以前よりもいっそう強く、深いものへと成長しました。

この取組で得たクラスのまとまりや、仲間と協力することの大切さを、これからの学校生活や次なる行事

にもぜひ活かしていってほしいと思います。保護者の皆様、地域の皆様、温かい応援をありがとうござい

ました。

＜最優秀賞＞ ２年生 「タイムリーパー」

開会行事 ２年生 １年生 ３年生

PTA合唱 全校合唱 表彰式 閉会行事

響け歌声！深まる絆! ～令和８年度丹後中学校合唱祭～

６月24日（水）丹後こども園と合同で避難訓練を行いま

した。こども園の水災害を想定し、中学生が園児と手をつな

いで丹後中３階へと避難しました。避難後は体育館で中学生

が校歌を披露し、園児と一緒に「さんぽ」を歌いました。また、

その後は手をつないでこども園まで一緒に行き、いろいろな

遊びをしたり、かけっこをしなりなど、とても良い交流の機会

にもなりました。

丹後こども園との合同避難訓練



6月11日（土）、京丹後はごろも陸上競技場で「第61回丹後ブロック中学校陸上競技選手権大会」が開催され
ました。 この大会は、陸上部員だけでなく全校生徒から参加者を募り、「チーム丹後中」の代表として臨む大会で
す。今年度はなんと、全校生徒の約半数にあたる生徒が自ら練習に参加。放課後のグラウンドで互いに切磋琢磨
しながら、大会に向けて汗を流してきました。
当日は、それぞれが上位入賞や自己ベストの更新を目指し、全力を尽くして躍動しました。何より素晴らしかっ
たのは、競技中の姿だけでなく、自分の出番がない時間帯も仲間の背中に向かって必死に声援を送る生徒たち
の姿が会場のあちこちで見られたことです。まさにチーム丹後中の一体感を感じさせられる光景でした。
今大会で4位までに入賞した選手は、7月27日（月）・28日（火）にたけびしスタジアムで開催される「京都府中
学校総合体育大会（陸上競技の部）」に出場します。丹後ブロックの
代表として、そして丹後中の誇りを胸に、京都府大会でもさらなる高
みを目指してがんばってほしいです。

＜個人の部＞ ８位入賞選手 ※４位までが府大会出場

共通男子走高跳

１年男子１００ｍ

３年男子１００ｍ

共通男子４００ｍ

低学年男子4×100ｍＲ

共通男子１１０ｍＨ

共通男子走幅跳

共通女子１１０ｍＨ

共通男子４００ｍ

共通女子８００ｍ

共通女子円盤投

第1位 小谷 航太（２年） １ｍ５５

第２位 稲本 恋（１年） １２秒５０

第2位 吉田 翔（3年） １１秒９４

第２位 中江 優太（２年） ５８秒０９

第4位 丹後中学校 ５１秒１６

第５位 和田 龍汰（3年） ２０秒０７

第６位 松田 晴斗（3年） ５ｍ１０

第６位 田中莉夏子（２年） ２０秒５２

第７位 晴（２年） １分０１秒４２

第８位 田中 夏芽（３年） ２分４７秒４５

第８位 𠮷村 真奈（３年） １６ｍ６４

丹後中生 全力で頑張りました ～丹後ブロック陸上～

行事予定

６月11日（木）にPTA体育部主催の親睦球技会を開催しました。昨年に続きモルックを

実施して親睦を深めました。保護者・教員をミックスしたチームで、それぞれチームで話し

合い作戦を立てながら楽しく競技しました。各チーム大変盛り上がり、とても良い交流の

ひと時となりました。今後も様々な取組を通じて、保護者同士、また保護者と教員のつな

がりを大切にしていきたいと思います。参加していただきました皆様、準備・運営をお世

話になりましたPTA体育部の皆様、ありがとうございました。

楽しく親睦を深めました。 ～PTA親睦球技会～

今年も暑い日が続いています。

学校の教育活動におきましても、こまめな

水分補給と運動中・後の休憩をしっかりとる

よう指導していますが、持参したお茶が足り

なくなる生徒も増えてきています。

つきましては、できるだけ多くの水分を持

たせていただきますようよろしくお願いしま

す。

なお、夏季期間につきましてはスポーツドリ

ンクも可としています。

熱中症対策について（お願い）


